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　また残念な出来事が起きてしまいました。６月２日、パキスタンのデンマー
ク大使館前で自爆テロがあり大使館の建物が損壊し、８人の方が死亡、30名の
方が負傷した事件です。３年前の2005年９月、デンマークの朝刊紙に、預言者
ムハンマドの戯画が掲載されたことを発端に、ムスリム（いわゆるイスラム教
徒）の間から激しい反発が起り、デンマークの旗を焼いたり、イスラム諸国で
デンマーク製品の不買運動が広がったりしたことを記憶している方もいるかも
知れません。今回のテロは本年２月、この諷刺画の作者に対する暗殺計画の発
覚を契機に、表現の自由を守るという見地からデンマーク各紙がイラストを一
斉に再掲したことへの報復であると推測されています。当時、私は研究のため
デンマークに滞在し、それらの新聞を直に読むことができましたが、デンマー
ク人の間でも、再掲の可否について議論が分かれ物議を醸したことが思い出さ
れます。 
　このような事態に際して、しばしば識者と呼ばれる人びとが宗教間の対立や
争いとして解説するのを耳にすることがあります。それは分かり易い説明かも
しれません。しかし、それは実態を的確に言い当てたものでしょうか。預言者
をテロリストのように描いたイラストは、ムスリムにとって許し難い涜神でしょ
う。それを描いたのは確かにキリスト教国デンマークの画家です。けれども、
今回の自爆テロには、隣国アフガニスタンに派遣されたデンマークの国際治安
支援部隊の存在などが深く関係しているにちがいありません。だとすれば、政
治的な要因もきわめて重要であり、これを宗教問題として極言して語るならば
本質を歪曲しているとの誹りをまぬがれないと思います。 
　｢キリスト教国デンマーク」対「イスラーム」。このような図式化された見
方はかえって事柄の本質を覆い隠すものです。私たちは問題をじっくりと考え
複雑なその実態に迫ることより、手近で明快な答えを好む傾向にあります。今
日、｢宗教」という言葉は、そのような傾向にそって複雑な問題を単純化して
説明するための安易なレッテルとして誤用されているように見受けられます。
だからこそ、今日、私たちは宗教について見識を深め、また自分の頭でじっく
りと考えることが求められているのではないでしょうか。 
　                                                      　　　　　　　　　（神学部教授） 
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